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Studies of Cost Structure in Groups Farming
Atsuo TAKEI
It is important and necessary to analyze and manage the cost structure in
agricultural management. We positively research several groups farming and find that
they understand cost information by using balance sheet and profit and loss statement.
And also they can manage their operations by using several daily reports.
The groups farming mainly use traditional costing but they recently consider to
use ABC（Activity Based Costing）and ABM（Activity Based Management）. From
the theoretical point of view, they don’t introduce ABC totally and can divide cost
directly by analyzing the daily reports. It is also possible to use ABC partly and make
some cost information for ABM in the groups farming. 










































































































































































































































































































































































































































































































































































東京情報大学研究論集 Vol.14 No.2, pp.57-66（2011） 65
する手法である。
Ａ営農集団においては全面的にＡＢＣを用い
る形式ではなく、改善等の変更を必要とする活
動について、部分的にＡＢＣを導入することが
考えられる。最終的な農産物ごとの原価集計は
伝統的な原価計算と同様になるが、途中の計算
過程において得られる活動ごとの原価情報を用
いて、ＡＢＭによる把握の可能性は高いと考え
られる。つまり活動ごとの集計を通じて活動に
ついての経済的な適否を判断することが可能と
なり、経営者にとって活動を裏付ける情報の一
つになると考えられるのである。
Ⅳ．おわりに
Ａ営農集団の実際調査を端緒として、営農集
団における原価構造について分析するととも
に、理論的な検討を行った。農場においては原
価の記録があまり詳細に取られてこなかった
が、それはそもそもそれらの必要性自体が低か
ったといった点が挙げられよう。そして、農業
の会計現象に取り組む会計研究のプロパーが極
めて少ないといった点もあろう。しかし、農業
経営の法人化や異業種からの参入も活発になり
つつあるとともに、安全で安心な農産物を供給
する担い手としての消費者からの期待は高まっ
ており、さらに、競争力のある企業的農業経営
として経営改善や経営管理を推進することの重
要性が高まっている。このような農業への社会
的関心の高まりや経営管理の高度化が要請され
る中で、トレーサビリティのための生産記録や
経営管理のための経営情報の蓄積が進みつつあ
る。これらの記録や情報の蓄積は、ＡＢＣやＡ
ＢＭ等の新たな管理会計技法の有効性を定量的
に分析するための条件が整いつつあるものと捉
えることができ、それは同時に、研究者が取り
組まなければならない課題となっているといえ
よう。
最後に、本稿における営農集団を対象とした
理論的検討によって、幾つかの活動においてＡ
ＢＭを部分的に適用することの可能性が示唆さ
れたが、これらの活動の効率性の評価に対して
は、Ａ営農集団が保有する経営情報を活動ごと
に定量的に分析していく必要がある。これらに
ついては今後の課題としたい。特に賃料料金の
取扱いや肥料費の適切な配賦など様々具体的な
課題が考えられ、農業研究の奥深さを感じてい
る次第である。
（謝辞）
本稿は、筆者も共同参加している科学研究費
補助金(基盤研究Ｃ)研究「農場経営における活
動基準管理（Activity Based Management：
ABM）の適用可能性に関する研究　－活動基
準原価計算（Activity Based costing：ABC）
から活動基準管理（ABM）へ－」（代表者：新
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る。
（注）
（1）農業の社会的な役割や営農集団の厳しい現
状については様々な議論が行われている。本稿
における生産組織の経営課題については新沼勝
利（2000）を参照されたい。
（2）農業と原価計算の関係については、古塚秀
夫・高田理（2009）を参照した。特に古塚は、
第12章「農産物の原価計算」において、以下の
3つの理由から原価計算の必要性が高まってい
ると述べている。
①資金調達先へ報告する目的から、農産物の
売上原価算定のために必要である。また経
営管理のためにも必要である。
②原価管理によるコスト削減に必要である。
③農業流通上、売価交渉の資料として有効で
ある。
（3）経営資料の検討については、大室健治・井
形雅代・新沼勝利（2008）を参考にした。
（4）実務界におけるＡＢＣに対する関心の高ま
りについては、日本会計研究学会課題研究委員
会（2008）を参照した。
（5）損料計算については、日本会計研究学会課
題研究委員会（2008）の第14章「ＡＢＣの導入
をめぐる議論」177～178頁を参照した。
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